
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：  医療法人社団プラタナス 女性のための統合ヘルスクリニック イーク表参道                                    

受審施設の概要  

イーク表参道は、医療法人社団プラタナスが、東京都内 4ヶ所で運営する健診施設の一つで、

渋谷区表参道にある。 2013年の開設当初から、女性専用健診施設として、女性に特化した健

診事業を展開しており、女性特有の検査をセットにしたプレミアムコースも準備している。

受診者に接するスタッフは、医師をはじめ全て女性で構成されている。  

婦人科、乳腺外科、内科等の各種外来も女性専用で併設し、人間ドック受診者のフォロー

アップや再検査が行われている。  

施設は、表参道に面したテナントビルの 4階にあり、駅からも徒歩 1分とアクセスは良い。  

年間の受診者数は、一日ドック約 3,600人、その他の健診が約 6,200人、さらにマンモグラ

フィ検診車による乳がん検診を実施している。受診者は全て女性である。  

2016年に初回の認定を受け、今回が初回の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

系列健診施設共通のビジョンとコンセプトがあり、それらを実現するための職員の行動指

針「クレド」を作成してホームページにも掲載している。個人情報保護方針を明文化し、個

人情報廃棄マニュアルと情報漏洩時チャートを作成している。  

就業規則等の各種規程は、改定や届出が適切で、守秘義務や人権について定めた職業倫理

規程は、一部をホームページにも掲載している。  

計画的な運営に向けては、法人の中期計画に基づき、数値目標を含めた年度計画や予算書

を施設毎に作成している。 KPI指標の分析を定期的に行う等、計画の進捗を継続的に確認する

仕組みもある。  

組織図では、指揮命令系統が明確で、会議や委員会は活発である。系列施設が横断的に情

報交換を行う合同会議も、リモートで開催されている。  

医師の体制は、シフト表により担当が明確で、実施人数から勘案して必要十分な体制であ

る。院長が人間ドック認定医を取得し、健診業務に直接携わっている他、常勤医師が、認定

内科医、消化器病専門医等の専門資格を取得している。入職時の資格確認は適切である。  

医師以外の医療職では、常勤看護師 2名が人間ドックアドバイザーを取得している他、検診

マンモグラフィ認定撮影技師と超音波検査士の資格が取得されている。バックオフィス的な

事務業務は、系列 4施設で分担して効率よい業務運営がなされている。予約、問診票・結果表

送付、請求業務は全て他施設で行われているため、本施設では事務部門の規模を縮小し、個

人情報を含む書類の保管は原則として行われていない。  

教育体制は、年間計画に基づき勤務経験等でグループ分けした研修が実施されている。接

遇研修も積極的である。現在は幹部研修以外の集合型研修が休止中であり、早期の再開を望

む。外部研修や学会参加が奨励され、レポート提出や伝達講習も適切である。一方、職種毎

の健診に関する教育は、自発的な研修参加が主体であり、計画的な実施に向けた検討を期待

する。  

医療安全管理体制では、インシデントの防止策を検討し、改善策の評価も行っている。業

務全般でチャットツールを活用しているが、特にインシデントの報告や対応には有効で、迅

速な情報共有や指示を可能としている。感染性廃棄物の保管庫については、管理体制の徹底

が必要である。  

安全衛生管理体制は、職員の健康診断実施等適切である。火災や震災時の対応は、テナン



トビルの防災訓練に加え独自でも受診者誘導訓練を実施している。  

健診システムのサーバは、系列の別施設に設置され、本施設には端末のみが設置されてい

る。アクセス制限は適切で業務毎の切り分けもなされている。今後は、運用マニュアルの充

実に期待する。 USBの使用管理は厳格で、規程の作成やウイルス対策も実施されている。  

薬剤や診療材料の在庫管理は、救急カートも含めて適切である。委託業務の管理は、選定

方法の明文化を望む。  

高齢者や障害者等、配慮が必要な受診者への対応については、施設全体がバリアフリーで、

マニュアルが作成されている。外国人受診者への対応は、英語での結果表作成の仕組みがあ

るが、現状では受け入れはしていない。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

4施設共通の渉外担当部署が系列の別施設にあり、契約業務を一括して担当している。事業

所や保険者との交渉経緯は記録が残っている。  

予約業務は、系列施設のコールセンターで一括して行われている。収受担当者は明確で、

ダブルチェックも適切である。会計業務は、会計事務所と連携して試算表や月報を作成して

おり、会計報告は、運営会議で毎月報告し、職員へも情報共有されている。  

学会が提示する基本検査項目は適切に実施されている。任意検査項目の追加や中止、継続

等についても会議体により適切に検討されている。  

施設内は１フロアであり、受付、待合室、検査室や診察室等が機能的に配置され、清潔で

快適である。コンシェルジュも配置されている。血圧測定の方法や採血室のプライバシー確

保については検討を要する。待合では、受診者のスマートフォンを施設内 Wi-Fiに接続するこ

とで、様々な雑誌等が見放題になるサービスがある。昼食はヘルシーメニューを中心に近隣

の複数のレストランから選択ができる。  

事前の送付書類やホームページによる情報提供は適切に行われている。受診者の質問や相

談に対応する仕組みがあるが、マニュアルの整備にも期待したい。  

検体検査はすべて外注であるが、外注先の精度管理は適切に行われている。業務マニュア

ルの整備や、内部及び外部精度管理は適切に実施されている。今後は、画像の外部精度管理

参加についても望まれる。  

検査結果の判定基準は、学会の判定区分に準拠している。  

心電図や眼底検査の判定は専門医により行われており、二重読影や比較読影についても、

適切に実施されている。また、読影や判定の検討については、オンラインのチャットシステ

ムで詳細にやりとりできる仕組みであることは評価できる。医療面接は医師により診察と同

時に行われている。一方で、医師による当日の結果説明は、実施率は６割程度であり、実施

率の向上が望まれる。  

保健指導の対象者は、施設独自の基準により選定されるが、実施率は少ない。今後は、よ

り多くの受診者への実施に向けた体制整備を望む。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者の意見要望の把握については、ネットを通して満足度の調査を行っており、満足度

は 8割程度と総じて高い。今後はご意見箱の設置や、改善結果について施設内やホームページ

上で公表するなど、受診者へのフィードバックについても期待する。  

受診者が登録を行うことにより自分の健診結果をネットで見ることができる仕組みがあり、

優れた取り組みである。要経過観察あるいは要精検、要治療の判定となった受診者に対して

SMS等を用いたフォローアップ体制の取り組みがなされているが、実施把握率は充分とは言え

ない。今後は、これらの仕組みを活用した把握率のさらなる向上を期待したい。  



 紹介医療機関は、近隣の基幹病院や大学病院を中心にリストが作成されている。紹介状の

作成は自動化されているが、紹介先を指定した作成の仕組みについては今後の課題である。  

 健診結果の分析や評価については一部で行われているものの、十分とは言えない。今後は

人間ドック学会への報告や、倫理審査委員会の設置、学会発表等などの学術的検討が積極的

に行われることが期待される。  

健診結果の分析等に関する受診者への情報提供は十分とは言えず今後の課題である。一方、

健康情報の提供は、独自のリーフレット作成や、健診フロアに設置したモニターの活用によ

り積極的に行われている。婦人科や乳腺疾患に関する情報提供は特に充実しており、ホーム

ページには、検査の詳細説明や女性特有の疾患に関するコラムが掲載されている。シングル

マザーに対する健診費用助成の活動も行われている。また、 SNSでは、空き状況の速報が随時

発信されている。  

事業所や保険者との連携については、系列施設共通の渉外担当部署が定期的な情報交換を

行い要望の把握がなされている。  

業務改善の体制では、「法人」「各健診施設」「各部署」「個人」それぞれにおいて、毎

年目標を設定し、年間テーマも定めている。進捗管理も適切である。年度末には、達成度や

成果が職員に発表されている。また、従業員のモチベーションやエンゲージメントを可視化

するソフトウェアを導入し、組織の状態を定期的かつ客観的に把握する仕組みがあり、組織

改善に役立てている。  

 

総括  

「チームイーク」として、系列 4 施設一体で質の向上を目指し、効率の良い運営が行われ

ている。また、女性視線での改善が継続し、女性に向けたサービスが向上していることは評

価できる。目標管理や分析の体制も充実している。  

ただし、前回の指摘事項を含む改善は、進んではいるものの、結果説明や保健指導、フォ

ローアップの体制や実績は未だ十分とは言えず、さらなる努力に期待したい。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日   2023 年  2 月  9 日  

認定承認日  2023 年  2 月  25 日  


